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■第1７回定期総会開催■ 

総会を議案審議だけの場から、日頃顔を合わせる機会が少なくなった会員がひとときを楽しく過ごす

場に変えて行こうと、これまでの会場・緑化センターを一昨年は食事処和とうに、昨年は校友会創立１５

周年記念式典に併せてホテルマロウドイン熊谷で、そして今年は、４月２１日に一昨年と同じ和とうで第１

７回定期総会が開催されました。 

総会の進行も、これまでのような長時間、定型的なものから、要点だけの報告・説明による議案一括審

議に変え、後半の、食事をとりながらの懇親の時間を沢山取るようにしました。昨年から会員が７名減り３

８名になりましたが、出席者は３６名とほぼ全員が顔を揃え、会員の期待の大きさを表わす総会でした。 

原案通り議案が承認後の懇親の時間では、南さんの、ボランティア活動事始めと現在の活動状況につ

いての紹介など、和やかな中で話の輪が広がるうちに、原さんの発声による手締めで閉会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平成２９年度事業計画■ 

所管 期日 事業名 会場 事業内容 

２５期 29.４．２１ 定期総会 和とう  

６月 学習会（第１回） 熊谷市緑化センター 熊谷市市政宅配講座 

８月 暑気払い    

１０月 学習会（第２回）  落語を楽しんだ後は食事会 

３０．１ 新年会   

３月末又

は４月初 

桜を観る会 熊谷駅南口荒川土手  

６月、１２月 広報紙発行  ２回発行 

随時 ボランティア活動  ペットボトルキャップ回収 

熊連協  

     

 

 

 

 

29.６．６ 社交ダンスパーティー 大里コミュニティーセンター  

９．１１ 学習会 妻沼中央公民館  

９．１３ グラウンドゴルフ くまがやドーム 県連協予選会 

１１．７ 社交ダンスパーティー 大里コミュニティーセンター  

11.16-19 文化祭 妻沼展示館  

30.２．１７ 芸能祭 妻沼中央公民館  
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■平成２９年度校友会役員・班長及びクラブ部長■ 

役職 氏名 班長 クラブ部長 

会長 森 義雄 １班 内田喜代子 ７班 中山 セツ ハイキング 森 義雄（兼） 

副会長 

 

総務部長 森 義雄（兼） ２班 小野田文子 ８班長谷部美津子 グラウンドゴルフ 原 脩二 

企画部長 大谷 満男 ４班 日下 勝美 ９班 森 義雄 パソコン 大谷 満男 

会計 長谷部美津子 ５班 関根 貞子 １０班 渡辺 愛子 カラオケ 大谷 満男（兼） 

監事              南 次郎   藤井 ナオ ６班 高橋 義臣    

 

■「花ボラ」で健康アップ■ 

４班 日下 勝美 

平成１６年に熊谷で開催された国体で、２５期は大勢の会員がボランテ

ィアとして参加しました。国体終了後、ボランティア活動は他期も加わっ

て熊谷スポーツ文化公園での花壇管理のお手伝いへと繋がり、熊連協

事業へと発展し、今日の「花ボラ」となりました。活動が始まってから１０年

余になりますが、今ではほぼ毎回１５０人を超える熊連協会員が参加して

います。 

作業内容は、ウォーキングコースの両端に季節にマッチした花を植え

たり、雑草を抜いて花壇を整えます。そのための準備として、軍手や小スコップ、手ぐわ等は貸与されま

す。作業場所は１０区画に区分され、２５期は７区を担当です。集合時間は、夏は８時３０分、春・秋は９時

です（広報担当注 平成２８年１１月より年間を通して９時に変わりました）。だいたい、１時間位の作業です。集合

時間前や作業後のオシャベリ・・・ニギヤカですよ。その後事務局に参加報告して解散です。 

最後にお願いです。２５期、残念ながら参加者は一人、淋しいです。会場までの距離、体調などいろ

いろあると思いますが、気分転換や軽い運動（健康）目指して参加して下さい。待っています。 

 

■誕生会結成■ 

５班 酒巻 弘 

いきがい大学熊谷学園を卒業し、皆、傘寿の年齢となった。これを機

に、会員個人の誕生日を皆でお祝いし、誕生パーティを催すことにな

った。バースデーケーキにロウソク・シャンペンで乾杯し、ハッピーバー

スデートゥユー。後はのど自慢で楽しい半日を過ごすことにした。会員

４名、年に４回の開催予定だ。 

今までの絆を更に固く結び、長寿を楽しみたいと思う。 

 

  ■４年で８万数千個■ 

平成２５年５月に４２８個から始まったペットボトルキャップ回収活動は、 

会員の皆さまの熱心なご協力のお蔭で、２９年３月には累計８６，５２１個 

までになりました。我々の小さな活動で、病気で苦しんでいる世界の子 

どもたちにワクチンが届き、元気になって遊びまわることを願っておりま 

す。引き続き子どもたちへの支援をよろしくお願いいたします。 

■編集後記■ 

班全員参加の一泊旅行、５０回を超す班会、定例事業後に喫茶店へそして誕生会結成と、まだまだ元

気な班がある一方で、バスを使っての一日がかりの行事がきつくなったため、今年の３月末で史跡めぐり

クラブが解散となりました。残念ですが別の楽しみを見つけましょう。（ｍ） 


